
防災だより 20240702 

    

 

 

 

 

『南海トラフ巨大地震』その６（真夏の巨大地震） 

真夏の猛暑に大地震が発生したらどうなるのか？今

回は「真夏の地震災害」について考えます。 

近年「真夏の地震災害」は比較的少ない。２０００

年以降で調べてみると２つの大きな地震があります。 

「新潟県中越沖地震」２００７年

（平成１９年）７月１６日午前１０

時１３分に発生。Ｍ６．８、最大震

度６強。死者は１５名、負傷者２,３

４６人、住家全壊が１３３１棟の被害。震度６強を観

測した長岡市の最高気温は「２５.９℃」と気温は高め。 

「平成３０年北海道胆振東部地震」２０１８年（平

成３０年）９月６日午前３時７分。Ｍ６．７、最大震

度７。死者は４４名、負傷者７８５人、住家全壊が４

６２棟の被害。震度７の厚真町の最高気温は地震当日

の日中はデータが欠損しているが前日の最高気温は

「２６.１℃」で北海道といえどやはり暑い。 

『防災の日』と定められたきっ

かけとなった地震は、１９２３年

（大正１２年）９月１日午前１１

時５８分に発生した関東大震災。

Ｍ７.９、最大震度６（当時の震度階級は最大６まで）

現在の震度７相当の揺れであったと推定されている。 

関東大震災当日の気温記録が残っている。統計上気

象庁正式記録には採用されていないが、実は歴代最高

気温４１.１℃を越える最高気温を観測している。１９

２３年９月２日の東京での記録「４６.４℃」。この記

録は関東大震災が原因です。前日８月３１日・東京の

最高気温は「３０.８℃」、８月１５日には「３５.１℃」

と猛暑の年であったことが記録から判ります。 

地震発生１１時５８分という昼食時で各家庭や飲食

店で火を使用していた為、地震発生直後から各地で火

災が発生して燃え広がり、９月３日１０時頃まで約４

６時間にわたって燃え続けた。地震が起こる前には約

３５万棟あった建物の内、約２１万棟が焼失した。 

中央気象台（現気象庁）も火災に巻き込まれている。

木造二階建の気象台は、地震の揺れにより壁に亀裂が

生じ、屋根瓦が崩れ落ち、観測機器が倒れて壊れ、柱

が折れ建物が傾くなどの被害がありました。そのよう

な状況の中、夕方１８時ごろ火の粉が屋根に飛び移り

始めます。職員が何度も消し止めていましたが、２３

時ごろには炎が上がって燃え広がり、気象台の大半を

焼失してしまいます。焼失を免れたのは、鉄筋コンク

リート造りの風力塔や図書庫などごくわずかでした。

観測機器や重要書類などは火災の前に運び出していた

ものもあり、失わずに済んだ資料も多いとのこと。こ

のような状況の中でも、気温の観測が行われていた。

余震が起こり、近くで火の手が上がっている中、当時

の観測当番は観測を続けています。そのため、中央気

象台があった東京元衛町（現在の千代田区）の気温や

気圧、風速など欠けることなく記録されている。火災

の影響で１日の夜から２日にかけて気温が上がり、２

日１時の観測では４５.２℃、そして最高気温４６.４℃

にまで上昇しました。大火災という特殊な条件下での

観測のため、公式の統計記録には入っていませんが、

当時の火災被害の大きさと職員の方の気象観測に対す

る熱意が伝わる大変貴重な記録です。 

『真夏の大震災』。想定のひとつ「暑さ対策」があ

る。では、長時間停電による冬の「寒さ対策」と夏の

「暑さ対策」を考えてみましょう。  

寒さ対策は「服を着こむ。カイロを使う。カセット

コンロでお湯を沸かして飲む」などが頭に浮かぶ。 

暑さ対策はどうでしょう？電気が使えない中

「うちわで扇ぐ」程度で他には思い付きません。 

人間は常に熱を発しているので、その熱を閉じ

込めれば温まることは比較的容易であり、熱を出す反

応（燃焼）も身近に存在します。逆に熱を冷ます（冷

却）といえばエアコンや冷蔵庫は電気の力を使ってい

るので電力を使わず冷却を継続することは難しいこと

が判る。どのように暑さ対策が良いのか考えてみよう。 

『水の備蓄』熱中症や脱水症状を防ぐ

には水分補給が必須。経口補水液やスポ

ーツドリンクはより効果が高まります。 

『車のガソリンはなるべく満タン』車のエアコンは

停電時でも使用可能。涼しい車内で休憩できるのとで

きないのでは大違い。その為に動力源になるガソリン

はなるべく満タン。（半分になったら給油） 

『充電式やUSB給電の扇風機』エアコンがない時代

は夏を乗り切るには扇風機でした。今ではバッテリー

充電式やUSBで給電できる方式がある。充電式は停電

時も使え、ＵＳＢ給電式はモバイルバッテ

リで動かすことができます。 

『冷蔵庫』冷蔵庫は「高性能のクーラー

ボックス」です。停電しても一定時間は中の冷たさを

保つことができ、冷凍庫で凍らせたペットボトルの水

は、停電しても扉を開けなければ長時間大丈夫。冷蔵

庫が無事なら停電が数日間続いても食材を安全に保管

できると考えられます。その為に冷蔵庫の転倒防止な

どの対策が必須です。「真夏の地震災害」つづく 
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